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    「切削屑」も粉砕して「金属３Ｄ造形」用粉末に 

異形粉末による金属 3D 造形技術 
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容 

 

概  要 

 

レーザ粉末床溶融結合方式の金属 3D 造形の原料として、機械的粉砕法によ

る異形粉末を適用できる技術を確立した。この技術の応用例として、「所望組

成合金の造形」や「切削屑をリサイクルした造形」がある。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本技術は、機械的粉砕法により粉末化するため、溶解工程を含まないことに

特徴がある。出発材料は、純金属粉末及び切削屑等であり、これらを溶解せず

粉砕するのみで、必要量の金属 3D 造形用の原料粉末を手軽に作製でき、低コ

ストで低環境負荷な製造プロセスであることに優位性がある。 

本技術の 

有用性 

本技術に市販の合金物性予測ツールを援用することで、造形物の用途、目的

に応じた材料開発の可能性が大きく広がる。また、機械加工で大量に発生する

切削屑を金属 3D 造形用の原料粉末へとアップグレードリサイクルすること

で、省資源なものづくり技術の実現が期待される。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

 

 

 

図 切削屑をリサイクルする金属 3D 造形（イメージ） 

適用可能製品 
・市販材料がない合金による金属 3D 造形 

・切削屑の金属 3D 造形用粉末へのアップグレードリサイクル 
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